
令和 2 年 4 月 

委 託 業 務 仕 様 書 

  四日市市 都市整備部 道路建設課、道路維持課、河川排水課、市街地整備・公園課 
商工農水部 農水振興課                 

 

（優先順位） 

第１  本委託の業務にあたっての優先順位は下記のとおりとする。 

１ 契約図書 

２ 三重県業務委託共通仕様書 

 

 (共通事項) 

第２  １ 本委託の業務に当たっては、「三重県業務委託共通仕様書（平成２７年１１月）」 

(三重県のホームページ及び四日市市担当課各課にて縦覧）を準用する。 

２ 他の業務が関連する場合は、監督職員の指示のもと、他業務受託者と調整を行

い、円滑に業務が遂行できるよう協力すること。 

３ この契約による業務を行うに当たり個人情報（特定個人情報（個人番号をその

内容に含む個人情報をいう。）を含む。）を取り扱う場合においては、別紙の『個

人情報取扱注意事項』を遵守すること。また、『個人情報取扱注意事項』に記載の

ない事項については、三重県業務委託共通仕様書（平成 27 年 11 月）に別記で記

載された『個人情報の取扱いに関する特記事項』によるものとする。 

４ 三重県業務委託共通仕様書第１編１－１１－３に基づき、契約金額１００万円

以上の業務については、業務実績情報システム（テクリス）へ登録し、「登録内容

確認書」を提出すること。ただし、農業農村整備事業における業務については、

農業農村整備事業測量調査設計業務実績情報サービス（AGRIS）へ登録し、「AGRIS

登録結果通知」を提出すること。 

 

（暴力団等不当介入に関する事項） 

第３  １ 契約の解除 

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要網（平成 20 年四日市市告

示第２８号）第 ３ 条又は第 ４ 条の規定により、四日市市建設工事等入札参加

資格停止基準に基づく入札参加資格停止措置を受けたときは､契約を解除するこ

とがある。 

２ 暴力団等による不当介入を受けたときの義務 

（１）不当介入には、断固拒否するとともに､速やかに警察へ通報並びに業務発注所

属へ報告し､警察への捜査協力を行うこと。 

（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じ

たり、納期等に遅れが生じるおそれがあるときには、業務発注所属と協議を行うこ

と。 



（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基

づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。 

 

（特記仕様書） 

第４  前項の他、別記の特記仕様書を附す。 

 



〔別紙〕 

個人情報取扱注意事項 

 

（基本事項） 

第１ この契約による業務の委託を受けた者（以下「乙」という。）は、この契約による業

務を行うに当たり、個人情報（特定個人情報（個人番号をその内容に含む個人情報をい

う。）を含む。以下同じ。）を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人

の権利利益を侵害することのないようにしなければならない。 

 

（受託者の義務） 

第２ 乙及びこの契約による業務に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事

者」という。）は、当該業務を行うに当たり、個人情報を取り扱うときは、四日市市個人

情報保護条例（平成 11 年四日市市条例第 25 号。以下「条例」という。）第１１条に規定

する義務を負う。 

２ 乙は、この契約による業務において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を

指揮監督しなければならない。 

 

（秘密の保持） 

第３ 乙及び乙の従事者は、この契約による業務を行うに当たって知り得た個人情報を当

該業務を行うために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。 

２ 乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要

な措置を講じなければならない。 

３ 前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。 

 

（適正な管理） 

第４ 乙は、この契約による業務に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他

の個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。 

３ 管理責任者は、個人情報を取り扱う業務の従事者を必要な者に限定し、これらの従事

者に対して、個人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。 

４ 四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況

等に関し、乙に対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるも

のとする。この場合において、甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、

乙は、その指示に従わなければならない。 

  



（収集の制限） 

第５ 乙及び乙の従事者は、この契約による業務を行うために、個人情報を収集するとき

は、当該業務を行うために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければ

ならない。 

 

（再委託の禁止） 

第６ 乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による業務を第三者に委

託し、又は請け負わせてはならない。 

２ 乙は、前項の承諾により再委託（下請を含む。以下同じ。）する場合は、再委託先にお

ける個人情報の適正な取り扱いのために必要な措置を講じなければならない。 

３ 前項の場合において、乙は、再委託先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関

する契約を交わすものとする。 

 

（複写、複製の禁止） 

第７ 乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約

による業務を行うに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資

料等」という。）を複写し、又は複製してはならない。 

 

（持ち出しの禁止） 

第８ 乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複

写又は複製したものを含む。第９において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持

ち出してはならない。 

２ 甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、

持ち出し先、輸送方法等を書面により確認するものとする。 

３ 前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がア

クセスできないようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は

管理し、漏えい、滅失及びき損の防止その他適切な管理を行わなければならない。 

 

（資料等の返還） 

第９ 乙は、この契約による業務を行うに当たって、甲から提供された個人情報が記録さ

れた資料等を、当該業務の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。

ただし、甲の指示により廃棄し、又は消去する場合を除く。 

  



２ 前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法に

より行うものとする。 

（１）紙媒体  シュレッダーによる裁断 

（２）電子媒体 データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の

破砕 

３ 乙は、第６の規定により甲の承諾を得てこの契約による業務を第三者に委託し、又は

請け負わせたときは、当該業務の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲

に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が

資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。 

４ 前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、

乙は、当該資料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。 

 

（研修・教育の実施） 

第１０ 乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、

この契約による業務における個人情報の適正な取扱いに資するための研修・教育を行う

ものとする。 

 

（罰則等の周知） 

第１１ 乙は、条例第４４条、第４５条、第４７条及び第４８条に規定する罰則適用につ

いて、乙の従事者に周知するものとする。 

 

（苦情の処理） 

第１２ 乙は、この契約による業務を行うに当たって、個人情報の取扱いに関して苦情が

あったときは、適切かつ迅速な処理に努めるものとする。 

 

（事故発生時における報告） 

第１３ 乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあ

ることを知ったときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。 

 

（契約解除及び損害賠償） 

第１４ 甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたと

きは、契約の解除及び損害賠償の請求をすることができる。 

 



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
ＮＯ．1

ア 設計積算条件 ☑

☑

☑

イ 適用図書 ☑

☑

□

□

☑

ウ 業務計画等 ☑

☑

☑

□

エ 成果の提出 ☑

☑ □ ３部 ☑ （２）部）とする。

□

☑

☑

オ 工程関係 □

☑ 関係機関との協議の必要あり（別途資料作成必要あり）

☑

カ 照査の実施 ☑

 ☑

☑

キ 打合せ等 ☑

☑ 照査技術者による照査が定められている場合は以下のとおりとする。

ク 資料の貸与 ☑

ケ 業務条件 ☑

(橋梁点検業務及び橋梁健全度評価業務は別紙に示す橋梁を対象とする。)

(橋梁点検車及び高所作業車を使用する場合は、8：00～17：00に作業の際は交通誘

 導警備員B(昼間勤務　実働8時間)を2名、21：00～6：00に作業の際は交通誘導警備

 員B(夜間勤務 実働8時間)を2名配置すること。)

コ その他 ☑

☑

☑ 照査技術者は点検従事者を兼ねることはできない。

明示項目 明示事項（条件及び内容）

積算基準　三重県県土整備部制定　令和2年11月制定

積算要領（案）　平成30年5月

委託契約書

設計業務等共通仕様書（三重県）　　　平成27年11月制定

単価適用日　令和3年4月1日制定 【令和3年5月1日　一部改訂】

三重県橋梁・横断歩道橋・大型カルバート・シェッド定期点検業務委託

部分改正を行った内容も含む（最新改正　令和3年4月）

三重県公共工事共通仕様書（三重県）　令和2年8月制定

部分改正を行った内容も含む（最新改正　令和3年4月）

四日市市景観計画　平成20年2月22日発行【平成30年2月28日変更】

その他（三重県橋梁点検要領　令和3年3月）

契約締結後１４日以内に業務計画書（工程表）を監督職員に提出する。

業務完了の１０日前までに数量報告書（工種、設計数量、実施数量等を記載）を監
督職員に提出する。

業務日報は、監督職員が提出を要求したときすみやかに提出する。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電子記憶媒体を提出すること。ただし、その仕様等については、三重県CALS電子納
品運用マニュアル【令和2年8月改訂】相当によるものとし、Excel、Word、Jw-Cad
で読み取り加工できるものとする。

本業務における成果物の提出部数は、（

指示する期日までに提出する成果物あり。（業務の進捗により指示する。）

成果物の大きさについてはＡ版を原則とし、監督職員に協議承諾を得たものについ
てはこの限りではない。

その他（電子媒体（CD）２部 ）

別途業務との工程調整の必要あり（別途業務名　　　　　　　　　　　）

　　　　日程について三重交通株式会社と協議を行うこと。）

照査は下記も含めて実施し、これに基づいて作成した資料は照査報告書に含めて提
出しなければならない。

詳細設計照査要領（（社）中部建設協会発行）

その他（生桑橋における点検作業については、21：00～6：00に行うものとする。）

　　　（生桑橋を点検の際は、三重交通株式会社のバス運行路線であるため、施工

点検に従事する者のうち1名は、「三重県橋梁点検技術者講習会」を受講し、受講
証明書の交付を受けた者を配置すること。

成果物の中で他の文献、資料等を引用した場合出典名を報告書に明記すること。
また、最新のものであることが確認できるよう出典日時も明記すること。

その他（道路橋設計運用指針　三重県県土整備部道路建設課　平成26年10月）

設計業務等着手時及び成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む）及び設計図書で
定める業務の区切りにおける打合せには、管理技術者が出席するものとする。

設計業務着手時及び成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む）における打合せに
は、照査技術者も出席するものとする。

発注者の貸与する資料は、次のとおりとする。

　（過年度の点検結果、Excel（別紙参照））

業務条件は下記のとおりとする。

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途
　　協議し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。 四日市市

令和3年5月



特記仕様書         

                                                            No.2 

１．業務目的 

本業務は橋梁の損傷状況の把握及び健全度評価を行い、安全な交通の確保及び橋梁

の長寿命化を図ることを目的とする。 

２．点検業務および健全度評価業務について 

（１）計画準備 

① 業務計画書 

・発注者が貸与する過去の点検結果を十分に把握したうえで、業務計画書を作成する。

なお、業務計画書には、「三重県橋梁点検技術者講習会」の受講証明書の写しを添

付する。 

   ②図面作成 

    ・橋梁一般図等より、市が提供するチェックシート(Excel)の概略図を作成すること。 

ただし、橋梁一般図等がない場合は、受託者において現地調査を行い、点検要領に

基づく点検に必要な概略図を作成する。 

（２）現地踏査 

・事前に橋梁台帳等既存資料の確認を行い、現地と異なる場合は、直ちに監督職員に

報告する。 

・梯子、橋梁点検車及び高所作業車による点検を基本とし、交通状況を踏まえ点検方

法を検討できるよう、現地踏査を行う。 

（３）関係機関協議 

・点検に必要な関係機関との諸手続きを行う。 

・関係機関との協議の結果をまとめて、書面にて監督職員に提出する。 

（４）点検 

・点検に際して、支承、沓座及び配水管等が土砂や草で支障となり、点検を行えない

際は、それを撤去したうえで点検を行う。 

・「三重県橋梁点検要領 令和３年３月」に基づき点検を行い、ひび割れ、剥離、浮

き等の損傷状況が詳細に記録できるよう、ひび割れ幅及び延長等の確認を行う。 

なお、損傷箇所については、補修工事を実施する際に損傷範囲を確認することがで

きるよう、現地に半永久的に残るマーキングを行う。ひび割れについては、ひび割

れの延長が確認できるよう先端にマーキングを行い、補修工事に影響がないよう配

慮する。 

・写真撮影については、過年度の点検結果と比較が出来るよう、貸与資料の写真と同

方向及び同距離からの撮影を基本とする。 

・支承については、損傷がなくても各支点（橋台、橋脚）で、貸与する点検の成果を

もとに同方向、同距離からの写真を１箇所撮影する。 

・当特記仕様書に定める図書のほか、関係法令等を遵守し、作業の安全確保に努める。 



・Ⅳ判定等の緊急対応が必要とされる場合は、直ちに監督職員に報告する。 

 

（５）点検調書作成 

・表紙については、監督職員が指示する書式に橋梁の全景写真を添付すること。 

・市が提供するチェックシート(Excel)及び橋梁管理カルテ(Excel)に点検結果を入力

し、点検調書を作成する。また、軽微な損傷についても記入すること。 

・過年度の点検結果と比較が出来るよう、分かり易く写真等の整理を行う。 

・損傷状況が詳細に確認できるように、ひび割れ幅及び延長等を記入した損傷図を作

成する。 

（６）健全度評価業務 

・点検結果を基に、部材毎に健全性を診断すると共に橋梁毎の健全性を診断し、市が

提供する点検表記録様式(Excel)及び健全度評価結果一覧表に記録する。 

（７）打合せ 

・作業計画書を基に、調査方法、内容等について、発注者と打合せを行う。 

・打合せ時期と回数については、初回打合せ（業務着手時）１回、中間打合せ（現地

踏査終了時）１回、最終打合せ（成果品納入時）１回とする。 

（８）土地の立ち入り等について 

・現地作業時には、市が発行する調査員証を携帯する。 

・本業務を実施するために第三者の土地に立ち入る場合、または、第三者所有の草木

等の伐採が必要な場合は、受託者において了解を得る。 

（９）成果品(電子)の整理方法について 

・電子データのフォルダ構成は、別紙「橋梁点検データ(電子)の整理方法」に基づい

て作業する。 

・電子データ整理完了後、市が提供するチェックツールにてフォルダ構成等の確認作

業を行う。 

・チェックツールにおける警告事案については、警告内容を監督職員に報告すること。 

（10）その他 

  ・本業務の実施にあたっては、新技術等の活用の有無を検討し、監督職員と協議を行 

うこと。 

・仕様書及び特記仕様書に定めのないものは監督職員と別途協議を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「橋梁点検データ(電子)の整理方法」 

1. 市が提供するチェックシート(Excel)、橋梁管理カルテ(Excel)、点検表記録様式(Excel)

の命名規則について 

(1)チェックシートについて 

・チェックシートの Excel ファイルは、次の３つのシートで構成されている。 

     シート 1 名称：チェックシート 1 

シート 2 名称：チェックシート 2 

シート 3 名称：チェックシート(入力用) 

    ＊シート名称の変更は、行わない。 

    ＊チェックシート(入力用)が、成果に添付するチェックシートである。 

・ファイル命名規則は、「橋梁番号_分割番号_径間番号」とする。 

なお、英数字はすべて半角を使用する。 

例)橋梁番号：1234 分割番号：0 点検径間：2 の場合 

ファイル名は、1234_0_2.xlsx 

 

(2)橋梁管理カルテについて 

・ファイル命名規則は、「橋梁管理カルテ橋梁番号_分割番号」とする。 

なお、文字は全角、英数字は半角を使用する。 

例) 橋梁管理カルテ 1234_0.xlsx 

 

(3)点検表記録様式(Excel)について 

・ファイル命名規則は、「市道名_橋梁名」とする。 

なお、文字は全角を使用する。 

例) 市道名_橋梁名.xlsx 

・シート命名規則は、「道路橋様式+様式番号+ページ番号」とする。 

なお、文字は全角、英数字は半角を使用する。 

例) シート 1 名称：道路橋様式 1P001 

  シート 2 以降の名称：道路橋様式 2P001～道路橋様式 2P999 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 橋梁点検にかかる保管用データの作成について 

(1)橋梁点検に関する保管用データを下記のとおり格納すること。 

○○年度 橋梁点検データフォルダ

橋梁基本情報　　※発注者より要請のあった場合のみ

報告書

業務対象橋梁一覧（必須）

橋梁点検報告書に関するPDFファイルを全て登録（必須）

※必要に応じてエクセル、ワード、JPG等報告書に関連するファイルを

　登録することも可。ただし、橋梁単位で登録するデータ（各種様式類、

　写真、損傷図等）は不可とする。

YYYYMMDD

※YYYYMMDDは、橋梁点検要領（案）に示すフォルダ構成の「点検日」を示す。

 
 

(2)報告書フォルダには、「1.業務対象橋梁一覧」を作成し、格納すること。 

 

※エクセルシートを使用し、一行目 A 列に橋梁番号、B 列に分割番号、C 列に路線名、

D 列に橋梁名のタイトルを入力し、二行目から各々該当情報を格納する。 

 

(3)報告書フォルダには、設計報告書をＰＤＦにて一式格納する。 

(4)報告書フォルダには、発注者より指示のない限り、オリジナルデータは格納しない

こと。 

 

1.業務対象橋梁一覧 



3. 橋梁点検データ(電子)格納フォルダの命名規則及び構成について 

(1)橋梁点検データ(電子)を格納するフォルダ名は、「2.フォルダ構成」を参照に各フォ

ルダを作成する。なお「径間番号」フォルダについては「3.径間番号フォルダ詳細」

に基づき整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊     のフォルダ名 

を変更する。 

これ以外は変更しない。 

フォルダ名の変更は、 

半角数字で入力する。 

また、任意でフォルダを追加しない。 

 

2.フォルダ構成 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊点検項目 01～53 フォルダに関しては、該当しないフォルダは作成しない。 

 

4.格納する橋梁点検データの命名規則について 

(1)点検項目写真の命名規則について 

・53 項目ごとの写真の命名規則は、「点検項目番号_損傷程度_任意.jpg」 

とする。なお、文字は全角、英数字は半角を使用し、損傷程度については 

大文字半角にて入力する。   

例) 01_OK_ＸＸＸ.jpg     

42_B2_ＸＸＸ_ＹＹＹ.jpg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.径間番号フォルダ詳細



(2) 一般図、損傷図の命名規則について 

・一般図フォルダに格納する「ＪＰＧ」の命名規則は 

「橋梁番号_分割番号_一般図.jpg」とする。 

なお、文字は全角、英数字は半角を使用する。 

例)1234_0_一般図.jpg    

＊一般図は、Ａ４横サイズの１枚で作成する。 

・損傷図フォルダに格納する「ＪＰＧ」の命名規則は 

「橋梁番号_分割番号_径間番号_枚数_損傷図.jpg」とする。 

なお、文字は全角、英数字は半角を使用する。 

例)1234_0_1_1_損傷図.jpg 

＊橋梁管理カルテの損傷スケッチ図 1 枚に対して、損傷図をＡ４横サイズの 1 枚で 

作成する。 

例)1 径間で損傷図が 1 枚の場合   

1234_0_1_1_損傷図.jpg 

例)1 径間で損傷図が 2 枚の場合 

1234_0_1_1_損傷図.jpg と 1234_0_1_2_損傷図.jpg 

＊命名規則の枚数は、損傷図が 1 枚の場合にも入力する。 

 

(3) 一般図、損傷図等の CAD データについて 

・その他フォルダに格納する CAD データの命名規則は 

下記とする。 

【一般図】 

「橋梁番号_分割番号_一般図.sfc」とする。 

なお、文字は全角、英数字は半角を使用する。 

例)1234_0_一般図.sfc 

【損傷図】 

「橋梁番号_分割番号_径間番号_枚数_損傷図.sfc」とする。 

なお、文字は全角、英数字は半角を使用する。 

例)1234_0_1_1_損傷図.sfc 

＊CAD データは、SXF 形式(*.sfc)とする。 

 

 



No. 橋梁名 路線名称 架設年次 橋長 全幅員 構造形式 使用材料 径間数 橋梁番号 地区

1 山鼻用水1号橋 北山8号線 1976 2.00 2.20 床版橋 RC橋 1 1710 下野

2 山鼻用水3号橋 北山11号線 1976 2.00 3.30 床版橋 RC橋 1 1711 下野

3 山鼻用水4号橋 北山13号線 1961 2.00 4.60 床版橋 RC橋 1 1713 下野

4 山鼻用水4号橋 北山12号線 1967 2.00 3.70 床版橋 RC橋 1 1712 下野

5 塩浜1号橋 塩浜23号線 1968 2.10 2.50 床版橋 RC橋 1 922 塩浜

6 山鼻用水2号橋 北山1号線 1976 2.10 3.60 床版橋 RC橋 1 1709 下野

7 山鼻用水3号橋 北山14号線 1958 2.10 4.20 床版橋 RC橋 1 1714 下野

8 楠町109号橋 中7号線 1958 2.10 3.80 BOX RC橋 1 24115 楠

9 富洲原6号橋 天カ須賀10号線 1967 2.10 3.00 床版橋 RC橋 1 207 富州原

10 平津4号橋 平津2号線 1967 2.10 0.90 床版橋 鋼橋 1 1629 八郷

11 羽津12号橋 大宮1号線 1974 2.20 3.00 床版橋 RC橋 1 451 羽津

12 広永1号橋 広永4号線 1976 2.20 2.90 桁橋 石橋 1 1603 八郷

13 楠町116号橋 吉崎5号線 1960 2.20 3.00 床版橋 RC橋 1 24122 楠

14 鵤6号橋 羽津鵤22号線 1972 2.20 5.80 床版橋 RC橋 1 470 羽津

15 羽津7号橋 羽津6号線 1972 2.30 4.00 床版橋 RC橋 1 444 羽津

16 大矢知14号橋 鵤3号線 1995 2.30 5.10 床版橋 RC橋 1 303 富田

17 日永東14号橋 日永東3号線 1970 2.30 3.50 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 680 日永

18 高角7号橋 高角44号線 2020 2.30 3.50 床版橋 溝橋（カルバート） 1 1231 神前

19 山分4号橋 山分17号線 1995 2.30 6.00 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1658 八郷

20 西富田7号橋 西富田9号線 2002 2.30 7.20 床版橋 RC橋 1 1814 大矢知

21 日永西2号橋 日永西52号線 1967 2.35 2.00 床版橋 RC橋 1 605 日永

22 高角12号橋 高角33号線 1998 2.40 10.00 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1224 神前

23 高角3号橋 高角50号線 1975 2.40 3.00 床版橋 RC橋 1 1234 神前

24 高角6号橋 高角45号線 1969 2.40 4.00 床版橋 RC橋 1 1232 神前

25 高角7号橋 曽井1号線 1974 2.40 5.00 床版橋 RC橋 1 1245 神前

26 西富田1号橋 西富田6号線 1965 2.40 2.60 床版橋 RC橋 1 1811 大矢知

27 羽津15号橋 羽津14号線 1995 2.40 4.50 床版橋 RC橋 1 449 羽津

28 河原田8号橋 河原田50号線 1970 2.40 5.60 床版橋 RC橋 1 1921 河原田

29 大治田3号橋 大治田10号線 1972 2.40 3.85 床版橋 RC橋 1 1944 河原田

30 大治田4号橋 大治田11号線 1970 2.40 5.40 床版橋 RC橋 1 1945 河原田

31 馳出2号橋 馳出18号線 1972 2.40 4.10 床版橋 RC橋 1 914 塩浜

32 日永西5号橋 日永西泊山崎線 1970 2.40 6.00 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 695 日永

33 日永東14号橋 日永東1号線 1967 2.40 6.15 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 624 日永

34 八王子1号橋 八王子日永線 1972 2.40 3.70 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 709 四郷

35 尾平9号橋 尾平7号線 1991 2.40 5.90 床版橋 RC橋 1 1264 神前

36 富洲原7号橋 天カ須賀12号線 1968 2.40 2.60 床版橋 RC橋 1 208 富州原

37 広永4号橋 広永17号線 1977 2.50 4.40 床版橋 RC橋 1 1606 八郷

38 小池川10号橋 貝家37号線 1970 2.50 2.50 床版橋 RC橋 1 814 内部

39 前田5号橋 前田6号線 1975 2.50 3.40 床版橋 RC橋 1 650 日永

40 茶の水川11号橋 西富田8号線 1995 2.50 4.10 床版橋 石橋 1 1813 大矢知

41 楠町42号橋 新1号線 1951 2.50 4.20 床版橋 RC橋 1 24044 楠

42 楠町49号橋 新7号線 1957 2.50 4.90 床版橋 RC橋 1 24051 楠

43 釆女13号橋 釆女38号線 1970 2.50 4.80 床版橋 RC橋 1 849 内部

44 富洲原17号橋 天カ須賀2号線 1979 2.50 5.00 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 201 富州原

45 富洲原8号橋 天カ須賀13号線 1968 2.50 3.20 床版橋 RC橋 1 209 富州原

46 富田10号橋 鵤2号線 1968 2.50 3.20 床版橋 RC橋 1 301 富田

47 富田4号橋 茂福19号線 1971 2.50 4.20 床版橋 RC橋 1 340 富田

48 羽津1号橋 羽津4号線 1963 2.60 3.60 床版橋 RC橋 1 433 羽津

49 芝田2号橋 久保田城西線 1977 2.60 5.80 床版橋 RC橋 1 502 常磐

50 楠町107号橋 小倉52号線 1957 2.60 2.10 床版橋 RC橋 1 24112 楠

51 釆女川3号橋 釆女33号線 1972 2.65 4.00 床版橋 RC橋 1 841 内部

52 山分5号橋 山分19号線 1976 2.70 7.10 床版橋 RC橋 1 1659 八郷

53 山分6号橋 山分20号線 1976 2.70 5.40 床版橋 RC橋 1 1660 八郷

54 釈迦堂橋 千代田伊坂線 1976 2.80 4.00 床版橋 RC橋 1 1627 八郷

55 大治田1号橋 泊小柳6号線 1983 2.80 8.80 ラーメン橋 RC橋 1 674 河原田

56 釆女17号橋 釆女35号線 1970 2.80 4.80 床版橋 RC橋 1 843 河原田

57 富洲原16号橋 富洲原6号線 1967 2.80 5.00 床版橋 RC橋 1 223 富州原

58 尾平5号橋 尾平28号線 1968 2.90 9.00 ﾗｰﾒﾝ橋 PC橋 1 1269 神前

59 尾平6号橋 尾平13号線 1972 2.90 9.00 ﾗｰﾒﾝ橋 PC橋 1 1268 神前

60 大治田町2号橋 小古曽34号線 1976 2.90 4.00 床版橋 RC橋 1 865 内部

61 茶の水川15号橋 西富田17号線 1976 2.90 7.20 床版橋 RC橋 1 1855 大矢知

62 釆女4号橋 釆女9号線 1973 2.90 4.50 床版橋 RC橋 1 825 内部

63 小池川11号橋 南小松11号線 1972 3.00 2.50 床版橋 RC橋 1 818 内部

64 茶の水川13号橋 西富田20号線 1995 3.00 5.10 床版橋 RC橋 1 1817 大矢知

65 茶の水川8号橋 西富田4号線 1979 3.00 3.70 床版橋 RC橋 1 1808 大矢知

66 楠町43号橋 新2号線 1951 3.00 3.70 床版橋 RC橋 1 24045 楠

67 楠町48号橋 新5号線 1960 3.00 4.20 床版橋 RC橋 1 24050 楠

68 日永東2号橋 日永東8号線 1975 3.00 1.80 床版橋 RC橋 1 633 日永

69 茶の水川12号橋 西富田13号線 1975 3.00 4.40 床版橋 RC橋 1 1816 大矢知

70 大井手2号橋 大井手松本線 1972 3.10 3.30 床版橋 RC橋 1 519 常磐

71 大治田14号橋 大治田25号線 1972 3.10 6.00 床版橋 RC橋 1 1951 河原田

72 中浜田5号橋 中浜田2号線 1959 3.10 4.00 床版橋 RC橋 1 129 中部

73 中浜田6号橋 鵜の森南浜田線 1965 3.10 5.00 床版橋 RC橋 1 127 中部

74 楠町106号橋 小倉48号線 1973 3.10 3.90 床版橋 RC橋 1 24111 楠

75 釆女6号橋 釆女7号線 1970 3.10 1.80 床版橋 RC橋 1 824 内部

橋梁点検及び健全度評価　対象橋梁一覧表

橋長　2m以上5m未満　（141橋）



No. 橋梁名 路線名称 架設年次 橋長 全幅員 構造形式 使用材料 径間数 橋梁番号 地区

76 ときわ1号橋 ときわ28号線 1973 3.20 5.40 床版橋 RC橋 1 530 常磐

77 前田4号橋 前田7号線 1973 3.20 3.50 床版橋 RC橋 1 651 日永

78 楠町105号橋 小倉47号線 1980 3.20 4.00 床版橋 RC橋 1 24110 楠

79 楠町113号橋 北6号線 1965 3.20 6.50 BOX+床版橋 RC橋 1 24119 楠

80 西富田3号橋 西富田3号線 1970 3.25 5.50 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1806 大矢知

81 中浜田4号橋 中浜田3号線 1959 3.30 5.00 床版橋 RC橋 1 130 中部

82 尾平3号橋 尾平63号線 1976 3.30 4.60 床版橋 RC橋 1 1274 神前

83 尾平7号橋 尾平13号線 1971 3.30 5.70 床版橋 RC橋 1 1267 神前

84 名前川1号橋 小牧27号線 1973 3.40 12.10 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 2132 保々

85 小池川6号橋 釆女31号線 1946 3.50 3.10 床版橋 石橋 1 840 内部

86 茶の水川9号橋 西富田5号線 1979 3.50 4.40 床版橋 RC橋 1 1810 大矢知

87 塩浜本町2号橋 塩浜本町7号線 1970 3.60 3.30 床版橋 RC橋 1 921 塩浜

88 広永6号橋 広永17号線 1980 3.60 4.00 床版橋 RC橋 1 1607 八郷

89 溝野川5号橋 西日野44号線 1970 3.60 5.30 床版橋 RC橋 1 724 四郷

90 小池川7号橋 釆女25号線 1998 3.60 3.60 床版橋 RC橋 1 837 内部

91 釆女12号橋 釆女23号線 1972 3.60 3.50 床版橋 RC橋 1 835 内部

92 富田3号橋 茂福6号線 1965 3.60 6.90 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 322 富田

93 北野6号橋 北野赤水線 1974 3.60 5.50 床版橋 RC橋 1 1540 県

94 小池川3号橋 釆女36号線 1970 3.65 4.10 床版橋 RC橋 1 846 内部

95 下海老7号橋 下海老17号線 1971 3.70 2.40 床版橋 RC橋 1 1528 県

96 小池川2号橋 釆女38号線 1972 3.70 3.85 床版橋 RC橋 1 848 内部

97 日永東7号橋 日永東8号線 1975 3.70 1.80 床版橋 RC橋 1 632 日永

98 釆女11号橋 釆女17号線 1970 3.70 7.70 床版橋 RC橋 1 832 内部

99 小池川5号橋 釆女34号線 1996 3.75 9.00 床版橋 RC橋 1 842 内部

100 溝野川4号橋 西日野3号線 1970 3.80 6.40 床版橋 RC橋 1 715 四郷

101 楠町117号橋 東45号線 1985 3.85 7.00 BOX+床版橋 RC橋 1 24123 楠

102 なまえ川4号橋 中野18号線 1970 3.90 6.00 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 2115 保々

103 伊坂3号橋 伊坂2号線 1965 3.90 4.20 床版橋 RC橋 1 1614 八郷

104 大治田1号橋 大治田5号線 1970 3.90 3.10 ラーメン橋 RC橋 1 1940 河原田

105 中浜田3号橋 中浜田4号線 1959 3.90 5.60 床版橋 RC橋 1 131 中部

106 浜田7号橋 浜田7号線 1959 3.90 2.90 床版橋 RC橋 1 125 中部

107 なまえ川6号橋 小牧2号線 1970 4.00 4.40 床版橋 RC橋 1 2106 保々

108 蒲の川6号橋 川原町8号線 1975 4.00 5.30 床版橋 RC橋 1 2307 橋北

109 楠町53号橋 新10号線 1958 4.00 4.20 床版橋 RC橋 1 24055 楠

110 西浦橋 海蔵川右岸2号線 1965 4.10 6.20床版橋+RC桁 RC橋 1 1441 海蔵

111 大治田2号橋 大治田7号線 1973 4.10 5.55 ラーメン橋 RC橋 1 1941 河原田

112 下海老1号橋 上海老下海老2号線 1972 4.20 6.50 床版橋 RC橋 1 1512 県

113 江田川9号橋 寺方5号線 1972 4.20 4.40 床版橋 RC橋 1 1208 神前

114 八剣川2号橋 赤堀14号線 1973 4.20 6.50 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 548 常磐

115 堀川20号橋 小杉5号線 1977 4.20 3.40 床版橋 RC橋 1 1450 三重

116 蒲の川3号橋 川原町16号線 1956 4.30 3.30 床版橋 RC橋 1 2311 橋北

117 蒲の川5号橋 川原町10号線 1975 4.30 7.20 床版橋 RC橋 1 2308 橋北

118 上海老6号橋 上海老42号線 1972 4.30 3.50 床版橋 RC橋 1 1551 県

119 西坂部11号橋 西坂部47号線 1972 4.30 4.30 床版橋 RC橋 1 1427 三重

120 西坂部13号橋 西坂部46号線 1972 4.30 4.30 床版橋 RC橋 1 1471 三重

121 楠町110号橋 中9号線 1965 4.30 3.10 床版橋＋T桁 RC橋 1 24116 楠

122 寺方1号橋 寺方5号線 1973 4.40 4.30 床版橋 RC橋 1 1207 神前

123 西坂部9号橋 西坂部46号線 1972 4.40 4.30 床版橋 RC橋 1 1425 三重

124 楠町111号橋 北6号線 1964 4.40 7.40 床版橋 RC橋 1 24117 楠

125 八ツ用水3号橋 三ツ谷東町3号線 1976 4.40 3.90床版橋+ラ－メン橋RC橋 1 2203 海蔵

126 鵤5号橋 羽津鵤9号線 1972 4.50 3.55 床版橋 RC橋 1 403 羽津

127 鵤6号橋 羽津鵤16号線 1972 4.50 4.20 床版橋 RC橋 1 465 羽津

128 寺方2号橋 寺方4号線 1976 4.50 4.30 床版橋 RC橋 1 1206 神前

129 西坂部3号橋 西坂部29号線 1972 4.50 4.40 床版橋 RC橋 1 1418 三重

130 西坂部4号橋 西坂部30号線 1972 4.50 4.40 床版橋 RC橋 1 1419 三重

131 大治田15号橋 大治田7号線 1972 4.50 5.90 BOX+床版橋 RC橋 1 1952 河原田

132 楠町108号橋 中7号線 1965 4.50 2.50 床版橋 RC橋 1 24114 楠

133 野田川1号橋 生桑70号線 1981 4.60 5.10 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1473 三重

134 千代田3号橋 千代田21号線 2004 4.60 5.60 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1640 下野

135 朝明新川23号橋 北山24号線 1925 4.70 4.80 床版橋 RC橋 1 1737 下野

136 日永東3号橋 日永東7号線 1971 4.70 5.70 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 631 日永

137 尾平8号橋 曽井10号線 1993 4.70 2.20 床版橋 RC橋 2 1266 神前

138 鵤4号橋 羽津鵤14号線 1967 4.80 7.00 ラーメン橋 PC橋 1 464 羽津

139 なまえ川3号橋 中野19号線 1996 4.90 5.70 床版橋 RC橋 1 2119 保々

140 浜田3号橋 浜田2号線 1958 4.90 6.50 床版橋 RC橋 1 119 中部

141 朝明新川22号橋 北山23号線 1970 4.90 5.80 T桁 RC橋 1 1736 下野

142 古城川6号橋 中野60号線 1970 5.00 3.00 床版橋 RC橋 1 2136 保々

143 十四川3号橋 茂福21号線 1981 5.00 6.40 床版橋 RC橋 1 344 富田

144 川北1号橋 川北蒔田線 1968 5.10 4.00 床版橋 RC橋 1 1802 大矢知

145 前川2号橋 茂福11号線 1970 5.10 4.00 床版橋 RC橋 1 335 富田

146 朝明新川20号橋 朝明10号線 1996 5.10 5.80 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1734 下野

147 蒲の川4号橋 川原町14号線 1974 5.10 5.50 床版橋 RC橋 1 2309 橋北

148 広永8号橋 山分2号線 1995 5.20 4.30 床版橋 RC橋 1 1653 八郷

149 稲田川1号橋 八王子日永線 1972 5.20 4.50 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 708 四郷

150 赤堀2号橋 赤堀5号線 1969 5.20 2.90 床版橋 RC橋 1 545 常磐

151 朝明新川12号橋 西大鐘15号線 1968 5.20 4.50 T桁 RC橋 1 1724 下野

152 朝明新川18号橋 朝明8号線 1990 5.20 5.80 床版橋 RC橋 1 1732 下野

153 ときわ4号橋 ときわ10号線 1970 5.30 7.00 床版橋 RC橋 1 525 常磐

橋長　5m以上10m未満　（75橋）



No. 橋梁名 路線名称 架設年次 橋長 全幅員 構造形式 使用材料 径間数 橋梁番号 地区

154 城西3号橋 ときわ28号線 1973 5.30 4.10 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 529 常磐

155 西坂部6号橋 西坂部38号線 1972 5.30 3.00 T桁 RC橋 1 1422 三重

156 赤水5号橋 赤水平尾1号線 1972 5.30 5.50 床版橋 RC橋 1 1546 県

157 朝明新川11号橋 西大鐘14号線 1970 5.30 3.90 桁橋 RC橋 1 1723 下野

158 朝明新川15号橋 北山22号線 1970 5.30 3.00 T桁 RC橋 1 1728 下野

159 朝明新川5号橋 大鐘17号線 1970 5.30 5.10 桁橋 RC橋 1 1718 下野

160 朝明新川9号橋 西大鐘12号線 1970 5.30 4.40 桁橋 RC橋 1 1721 下野

161 朝明新川13号橋 北山19号線 1970 5.40 4.40 床版橋 RC橋 1 1725 下野

162 朝明新川19号橋 朝明9号線 1991 5.40 4.80 床版橋 RC橋 1 1733 下野

163 朝明新川8号橋 西大鐘5号線 1985 5.40 4.40 床版橋 RC橋 1 1708 下野

164 曽井1号橋 曽井33号線 1971 5.50 4.80 Ｉ桁 PC橋 1 1257 三重

165 羽津用水1号橋 三ツ谷東町5号線 1978 5.50 2.50 床版橋 RC橋 1 2206 海蔵

166 茶の水川3号橋 富田21号線 1970 5.50 8.20 床版橋 RC橋 1 315 富田

167 豊富川5号橋 茂福6号線 1965 5.50 5.60 桁橋 RC橋 1 320 富田

168 北野1号橋 北野黒田2号線 1976 5.50 6.40 床版橋 RC橋 1 1532 県

169 大鐘谷川2号橋 西大鐘4号線 1970 5.60 5.80 床版橋 RC橋 1 1706 下野

170 朝明新川21号橋 朝明11号線 1970 5.60 5.80 床版橋 RC橋 1 1735 下野

171 朝明新川7号橋 西大鐘11号線 1970 5.60 5.80 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1720 下野

172 堀切川1号橋 富士5号線 1962 5.60 4.40 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 438 羽津

173 西谷川1号橋 高角53号線 1974 5.70 4.80 ﾗｰﾒﾝ橋 PC橋 1 1236 神前

174 西谷川2号橋 曽井6号線 1974 5.70 6.00 ﾗｰﾒﾝ橋 PC橋 1 1248 神前

175 沢の川3号橋 別名14号線 1977 5.70 6.20 床版橋 RC橋 1 420 羽津

176 朝明新川17号橋 北山20号線 1970 5.70 5.00 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 1726 下野

177 八ツ用水2号橋 三ツ谷東町4号線 1978 5.70 4.00 床版橋 RC橋 1 2205 海蔵

178 堀切川2号橋 富士1号線 1976 5.70 4.30 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 434 羽津

179 十四川10号橋 茂福10号線 1975 5.80 3.20 床版橋 PC橋 1 334 富田

180 十四川11号橋 鵤6号線 1975 5.80 3.70 床版橋 PC橋 1 304 富田

181 十四川1号橋 大矢知6号線 1970 5.80 19.00 桁橋 PC橋 1 1848 大矢知

182 伊坂貯水池2号橋 日永八郷線 1976 5.80 11.70 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 693 八郷

183 堀川2号橋 万古11号線 1980 5.80 4.20 床版橋 RC橋 1 2221 海蔵

184 山之一色5号橋 山之一色36号線 1970 5.90 3.60 Ｉ桁 PC橋 1 1408 三重

185 十四川9号橋 鵤4号線 1975 5.90 3.60 床版橋 PC橋 1 302 富田

186 城西2号橋 城西2号線 1973 5.90 5.10 床版橋 RC橋 1 538 常磐

187 沢の川5号橋 別名10号線 1984 5.90 3.60 床版橋 RC橋 1 468 羽津

188 十四川13号橋 鵤7号線 1975 6.00 3.70 床版橋 PC橋 1 305 富田

189 赤水1号橋 赤水下海老線 1972 6.00 4.30 床版橋 RC橋 1 1523 県

190 下海老2号橋 上海老下海老2号線 1971 6.10 6.50 床版橋 RC橋 1 1513 県

191 赤水2号橋 赤水4号線 1972 6.10 4.30 床版橋 RC橋 1 1524 県

192 赤水3号橋 赤水6号線 1972 6.10 4.30 床版橋 RC橋 1 1525 県

193 赤堀1号橋 赤堀20号線 1967 6.10 4.30 床版橋 RC橋 1 549 常磐

194 朝明新川10号橋 西大鐘13号線 1970 6.10 5.80 床版橋 PC橋 1 1722 下野

195 羽津20号橋 富士13号線 1973 6.20 5.10 床版橋 RC橋 1 462 羽津

196 朝明新川6号橋 大鐘18号線 2001 6.30 5.80 桁橋 RC橋 1 1719 下野

197 十四川2号橋 富田29号線 1976 6.36 2.40 床版橋 PC橋 1 318 富田

198 高花川1号橋 八王子5号線 1990 6.40 9.20 床版橋 1 704 四郷

199 富洲原18号橋 天カ須賀24号線 1960 6.40 3.40 床版橋 RC橋 1 212 富州原

200 西村8号橋 西村28号線 1970 6.50 4.80 床版橋 RC橋 1 2113 保々

201 西富田4号橋 茂福6号線 1973 6.60 4.35 床版橋 RC橋 1 323 富田

202 野田川6号橋 野田33号線 2010 6.60 6.40 I桁 鋼橋 1 2247 海蔵

203 朝明新川4号橋 大鐘16号線 1970 6.70 5.80 床版橋 RC橋 2 1717 下野

204 城下川5号橋 市場34号線 1957 7.00 4.60 床版橋 RC橋 1 2110 保々

205 西坂部10号橋 西坂部46号線 1972 7.00 4.20 床版橋 RC橋 1 1426 三重

206 白富士橋 富士3号線 1973 7.30 6.20 床版橋 RC橋 1 437 羽津

207 宇奈川3号橋 山分2号線 1975 7.40 3.80 床版橋 PC橋 1 1622 八郷

208 樋口橋 中野24号線 1963 7.50 3.50 床版橋 RC橋 1 2121 保々

209 宮橋 伊坂8号線 1953 8.00 4.50 T桁 RC橋 1 1618 八郷

210 堀川1号橋 万古12号線 1970 8.00 4.70 Ｉ桁 PC橋 1 2224 海蔵

211 江田川2号橋 西坂部56号線 1972 8.40 4.60 Ｉ桁 PC橋 1 1428 三重

212 沢の川7号橋 米洗川右岸歩道1号線 1998 8.40 3.10 Ｉ桁 PC橋 1 479 羽津

213 西村3号橋 西村1号線 1970 8.50 3.90 T桁 RC橋 1 2104 保々

214 平尾7号橋 平尾46号線 1969 8.90 5.80 ラーメン橋 RC橋 1 1561 県

215 ときわ5号橋 大井手常磐線 1970 9.00 5.30 床版橋 RC橋 1 518 常磐

216 土取橋 中野67号線 1965 9.00 3.60 ﾗｰﾒﾝ橋 RC橋 1 2139 保々

217 前川4号橋 茂福29号線 1974 10.10 4.30 床版橋 RC橋 2 349 富田

218  悠彩橋 川島26号線 2019 15.40 3.30 鋼橋 鋼橋 1 1126 川島

219 萱生川1号橋 中村25号線 1970 15.60 4.00 床版橋 PC橋 2 1636 八郷

220 東洋橋 － 不明 16.70 4.70 床版橋 PC橋 1 720 四郷

221 桜橋 下海老23号線 1977 19.00 6.70 I桁(合成) 鋼橋 1 1529 県

222 竹谷川5号橋 上海老赤水1号線 1975 19.00 6.70 I桁(合成) 鋼橋 1 1516 県

223 竹谷川2号橋 下海老43号線 1975 20.00 6.70 I桁(合成) 鋼橋 1 1531 県

224 西川原橋 上海老38号線 1978 24.20 4.80 I桁(合成) 鋼橋 1 1509 県

225 上赤坂橋 下海老12号線 1982 30.80 4.80 I桁(合成) 鋼橋 1 1563 県

226 黒田橋 黒田10号線 1972 41.00 6.80 I桁(合成) 鋼橋 2 1557 県

227 新大正橋 鈴鹿楠線 1980 136.00 10.50 鋼橋 鋼橋 4 24005 楠

228 生桑橋 日永八郷線 1973 164.60 8.80 T桁 PC橋 6 671 神前

橋長　10m以上15m未満　（1橋）

橋長　15m以上　（11橋）



業務における新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置等に関する特記仕様書 

 

 

本業務における新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置等については、以下により

徹底を図るものとする。 

 

（１） 業務の円滑な履行確保を図る観点から、業務の現場等のみならず関係する会社・

事務所等も含め、現場状況などを勘案しつつ、アルコール消毒液の設置や不特定

の者が触れる箇所の定期的な消毒、手洗い・うがいなど、感染予防の対応を徹底

するとともに、すべての作業従事者等の健康管理に留意すること。 

 

（２） 新型コロナウイルス感染症については、特に、①密閉空間、②密集場所、③密接

場面という３つの条件（以下「三つの密」という。）が同時に重なる場では、感

染を拡大するリスクが高いことから、事務所等における各種の打合せ、更衣室等

における着替えや食事・休憩など、多人数が集まる場面や密室・密閉空間におけ

る作業などにおいては、他の作業従事者と一定の距離を保つことや作業場所の換

気の励行など、三つの密の回避や影響を緩和するための対策に万全を期すこと。 

 

（３） 感染拡大防止対策を実施するために追加で費用を要する場合は、設計変更の対象

とする。ただし、感染防止については、事前に監督員と協議を行い有効な手段と

認められる場合に業務計画書に記載した上で履行することを前提とする。 

 

（４） 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、「業務の一時中止や履行期間

の延長」が必要な場合には、監督員と協議を行うこと。 

 

（５） 作業従事者等が新型コロナウイルス感染症の感染者及び濃厚接触者（以下「感染

者等」という。）であることが判明した場合は、速やかに監督員に報告すること。

また、保健所等の指導に従い、感染者等の自宅待機などの適切な措置を講じるこ

と。 

なお、感染者等であることが判明した場合は、本業務のみならず、受注者が本市

と契約中の全ての業務について、一時中止の措置を行う場合がある。 

 


